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＼ 3．明治初頭（1870年代） 
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1．日刊新聞の登場：『横浜　　7二Trぢ【閲，こ／ノ■1一一γ一一一叫レ一一㌦－…「 

毎日新剛　　　　　　…，山．＿．く　　　≡ 

1871／1佗8（M3／12用）　　　‥恒r 

2．地方紙の登場　　　　　　　夏 

3．コミュニケーション革命 

4．政府の新開保護政策 

5．従軍記者：岸田吟番 

6．競売新開（小に）新聞〉　　　｛ 
の登場　　　　　≧　　　　彗 

新聞の登場と発展：明治時代

1．新聞登場以前

2．新開の敦生

3．明治初頭の新聞界

4．自由民権運動と言論界

【参考書：第1章

テキスト：第1章2断、第2章第1軒、2軒】

■＼ 　　　　　　　　　　ヽ 2．新聞の誕生：幕末期から維新前夜まで 
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1．翻訳・翻刻新聞 

幕府のニュース独占　官版（板） 

2．外字新聞・商業新聞 
r我等此書ヲ以テ、遠ク有ル人二示サント欲スル白木ノ新 

蘭ヲ略記シテ速二廣メントス」 

3．佐幕派新聞t尊皇凄夷派（後討幕派）新聞 

の対立　言論の芽生え 

＼ ＼ 

福薄諭吉：『文明論之概略脚訂3） 
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●歴史の4要因 

●蒸気船と蒸気機関：虞的m叩ino 
→tmnSpO血軸n，PrOduGtMり 

●電偉く電気遺億）：dodroni¢ 
酬muniq鵬On，tぬmmun暮血 

・印刷‥卯鵬i咽P帽＄＄→d肺u＄ionknowt如ge 

●郵便：PO或al卵tem 
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一

繍繁
ビジネス レツスシ

金
融
情
報
サ
ー
ビ
ス
で
世
界
二

し
た
の
は
一
八
三
五
年
。
パ
リ
で

達
。
ハ
ト
や
馬
に
頼
っ
て
い
た
二

位
の
英
ロ
イ
タ
ー
と
同
業
の
米
カ

創
業
し
た
ア
バ
ス
通
信

（
Ａ
Ｆ
Ｐ

ユ
ー
ス
配
信
は
電
信
機
の
活
用
で

ナ
ダ
の
ト
ム
ソ
ン
が
経
営
統
合
す

通
信
の
前
身
）
だ
っ
た
。

ス
ピ
ー
ド
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ

る
こ
と
で
合
意
し
た
。
電
子
端
末

ア
バ
ス
は
欧
州
各
国
の
新
聞
を

た
。

ロ
イ
タ
ー
も
ア
バ
ス
同
様
に

を
通
じ
銀
行
な
ど
に
金
融
情
報
を

駅
馬
車
の
定
期
便
で
集
め
、
記
事

金
融
機
関
を
主
な
顧
客
と
し
て
い

提
供
す
る
事
業
の
比
率
が
大
き
い

を
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
し
て
配

た
が
、
英
タ
イ
ム
ズ
な
ど
新
聞
各

ロ
イ
タ
ー
だ
が
、

新
聞
杜
な
ど
に

信
。

や
が
て
欧
州
各
地
に
通
信
員

紙
も
顧
客
と
し
て
獲
緑
す
る
。

ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
す
る
通
信
社
と

を
置
き
、
ニ
ュ
ー
ス
を
収
集
し
始

自
ら
特
派
員
を
欧
州
各
国
に
配

し
て
長
い
歴
史
を
持
つ
。
世
界
中

め
る
。
一
八
四
〇
年
代
に
伝
書
バ

置
し
て
い
た
英
国
の
新
聞
社
が
通

に
記
者
を
配
置
す
る
通
信
杜
は
ど

ト
で
ニ
ュ
ー
ス
を
”
運
ぶ
〃
サ
ー
ビ

信
社
電
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ

の

よ

う

に

発

展

し

た

の

だ

ろ

う

ス
を

開
始
。

ロ
ン
ド
ン
ー
パ

リ
間

た
の
は
、

ロ
イ
タ
ー
が

特
ダ
ネ
を

か
。

を
ハ
ト
便
を
使
い
七
時
間
程
度
で

提
供
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら

「
通
信
社
史
」

細
徴

通
信
社
、
ハ
ト
・
馬
で
速
報
伝
達

る
と
、

十
二
－

十
三
世
紀
に
欧
州
ベ
ニ
ス
の
商
人

結
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

が
相
場
、

商
況
な
ど
の
情
報
を
提

ア
バ
ス
の
顧
客
は
当
初
、

株
式

供
す
る
業
務
を
副
業
と
し
て
手
掛

市
況
な
ど
経
済
情
報
を
い
ち
早
く

け
て
い
た
と
さ
れ
る
。

現
代
に
つ

入
手
し
た
い
銀
行
、
商
社
が
主
体

な
が
る
近
代
的
な
通
信
杜
が
誕
生

だ
っ
た
が
、

ア
バ
ス
の
速
報
性
が

ロ
イ
タ
ー
の
ニ
ュ
ー
ス
配
信
風
景

（
１
９

５
０

年
代

後
半
、

ロ

ン
ド

ン
）

評
価
さ
れ
、

新
聞
も
受
け

手
に
な
っ

た
。

ロ
イ
タ
ー
の
創
業
は
一

八
五
一
年
。
ア
バ
ス
で
翻

訳
者
と
し
て
働
い
て
い
た

ポ

ー

ル

・

ジ

ュ

リ

ア

ス

・

ロ
イ
タ
ー
氏
が
独
立
し
て

ロ
ン
ド
ン
で
開
業
し

た
。

英
仏
間
に
敷
か
れ
た
海
底

ケ
ー
ブ
ル
を
使
い
、
電
気

信
号
で
情
報
を
伝
え
る
電

信
機
で
株
式
相
場
を
伝

だ
。

１
ニ

ュ
ー
ス
の

商
人
ロ
イ
タ

ー
」
（
朝
日
文
庫
、
倉
田
保
雄
著
）

に
よ
る
と
、
一
八
五
九
年
に
ナ
ポ

レ

オ
ン
三
世
が
オ

ー
ス
ト
リ

ア
ヘ

の
宣
戦
布
告
を
ほ
の
め
か
す
演
説

内
容
を

い
ち
早
く
配
信
。

実
際
、

演
説
後
ニ
カ
月
で
イ
タ
リ
ア
を
め

ぐ
り
フ
ラ
ン
ス

と
オ
ー
ス
ト

リ
ア

の

戦
争
が
ぼ

っ
発
し
た
。

日
本
の
通
信
社
も
経
済
ニ
ュ
ー

ス
の
配

信
か
ら
始

ま
っ

た
。

一
八

八
七
年

（
明
治
二
十
年
）
に
東
京

急
報
社
が
コ
メ
相
場
を
伝
え
る
通

信
社
と
し
て
発
足
。
大
阪
の
堂
島

か
ら
東
京
に
電
信
で
送
ら
れ
て
く

る
コ
メ
相
場
情
報
を
社
員
が
受
け

取
り
、

旗

振
り
信

号
で
東
京

・
日

本
橋
の
コ
メ
取
引
所
に
伝
え
た
。

望
還
鏡
で
見
て
い
る
相
手
に
旗
を

振
る
回
数
で
相
場
の
高
低
を
表
し

た
と

い
わ
れ

る
。現

在
の
共
同

通
信
社
と
時
事

通
信
社
に
歴
史
的
に
つ
な
が
る
日

本
新
聞
聯
合
社
も
経
済
ニ
ュ
ー
ス

を
律
意

と
し
た
。

為
替
、

株
式
に

加
え
、
綿
価
、
小
麦
な
ど
の
商
晶

相
場
情
報
を
銀
行
や
企
業
に
提
供

す
る
の
が
大
き
な
収
入
源
だ
っ

た
。ロ

イ

タ
ｉ
と
ト

ム
ソ
ン

の
経
営

統
合
を
機
に
、

世
界
の
通
信
社
に

と
っ
て
報
道
ニ
ュ
ー
ス
部
門
と
並

ん
で

「
経
済
情
報
の
分
野
も
ま
す

ま
す
重
要
性
が
高
ま
る
」
と
上
智

大
学
の
鈴
木
雄
雅
教
授
は
予
測
す

る
。
ア
バ
ス
の
誕
生
か
ら
約
百
七

十
年
の
時
を
経
て
、

通
信
社
の
事

業
分
野
は
先
祖
返
り
と
も
い
え
る

変
革
を
迎
え
て
い
る
。


